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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
世
界
経
済
に
大
き
な
下

押
し
圧
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
世
界
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど
う

か
。
特
に
新
興
国
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
み
よ
う
。

戦
争
は
経
済
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

　

ま
ず
、
経
済
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
前
に
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
各

国
の
姿
勢
を
確
認
す
る
。
ロ
シ
ア
政
府
が
三
月
に
公
表
し
た
「
非
友

好
国
・
地
域
」
の
対
象
四
八
の
う
ち
、
三
六
が
先
進
国
・
地
域
で
あ

る
（
先
進
国
・
地
域
は
国
際
通
貨
基
金
〔
Ｉ
Ｍ
Ｆ
〕
に
準
じ
て
筆
者

が
分
類
、
な
お
国
連
加
盟
国
で
は
な
い
台
湾
が
含
ま
れ
る
）。

　

Ｇ
20
（
四
三
ヵ
国
）
で
は
、
先
進
国
二
八
ヵ
国
す
べ
て
が
「
非
友

好
国
・
地
域
」で
あ
る
が
、新
興
国
一
五
ヵ
国（
以
下「
主
要
新
興
国
」）

の
う
ち
「
非
友
好
国
・
地
域
」
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
五
ヵ
国
の
み
で

あ
る
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ル
ー
マ
ニ
ア
。
以
下
「
新
興
Ｅ
Ｕ
」）。
主
要
新
興
国
で
は
ロ
シ
ア
へ

の
制
裁
に
参
加
す
る
新
興
Ｅ
Ｕ
は
例
外
的
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
西
側

諸
国
と
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
国
が
多
い
。

　

戦
争
が
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
主
に
西
側
諸
国
に
よ
る
経
済
・

金
融
制
裁
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
対
抗
措
置
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
西

側
諸
国
は
戦
争
に
直
接
参
加
し
て
い
な
い
が
、
経
済
・
金
融
面
で
か

な
り
踏
み
込
ん
だ
制
裁
を
課
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
最
恵
国
待

遇
の
取
り
消
し
、重
要
物
品
（
半
導
体
な
ど
）
や
技
術
の
輸
出
制
限
、

ロ
シ
ア
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
制
限
と
い
っ
た
貿
易
制
裁
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
を
含
む
個
人
、企
業
、銀
行
の
資
産
凍
結
、国
際
決
済
ネ
ッ

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
准
主
任
研
究
員

高
山
武
士

た
か
や
ま　

た
け
し　

二
〇
〇
六
年
東
京
工
業
大

学
卒
、
日
本
生
命
証
券
資
金
部
で
マ
ネ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
ミ
ド
ル
・
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
従
事
。
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
米
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ボ
ー

ド
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
、
日
本
生
命
証
券
管

理
部
を
経
て
二
〇
年
よ
り
現
職
。
欧
州
経
済
、
世

界
経
済
全
般
に
わ
た
る
マ
ク
ロ
経
済
分
析
に
従
事
。

損
得
勘
定
で
決
ま
る
？

新
興
国
の
態
度

西
側
と
ロ
シ
ア
の
攻
防
が
世
界
に
波
及
す
る
経
路
と
は
。

各
国
の
対
ロ
シ
ア
貿
易
や
資
源
自
給
率
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

新
興
国
の
経
済
へ
の
影
響
を
読
み
解
い
て
み
る
と
、

「
損
得
勘
定
」
が
、
新
興
国
各
国
の

西
側
や
ロ
シ
ア
へ
の
態
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
。
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ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
か
ら
の
特
定
銀
行
排
除
、
中
央
銀
行

の
外
貨
準
備
凍
結
と
い
っ
た
金
融
制
裁
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

制
裁
は
、
ロ
シ
ア
が
戦
争
を
続
け
る
上
で
必
要
と
な
る
物
資
や
戦

費
の
調
達
を
困
難
に
し
、
戦
力
を
削
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
ロ
シ
ア
経
済
の
悪
化
に
直
結
す
る
も
の
だ
が
、
貿
易
や
価
格

上
昇
を
通
じ
て
、
制
裁
国
で
あ
る
西
側
諸
国
や
第
三
国
の
新
興
国
に

も
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
も
制
裁
へ
の
対
抗

策
と
し
て
西
側
諸
国
に
対
し
て
金
融
資
産
の
売
買
禁
止
や
ロ
シ
ア
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
縮
小
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

に
よ
る
経
済
面
で
の
負
の
影
響
が
助
長
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
四
月
に
公
表
し
た
経
済
見
通
し
に
お
い
て
、
戦
争
の
経

済
へ
の
波
及
経
路
と
し
て
、「
世
界
的
な
商
品
市
場
を
通
じ
た
波
及
」

「
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
貿
易
・
送
金
」「
国
際
的
な
生
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
伝
播
」「
金
融
市
場
」「
人
道
的
影
響
」
の
五
つ
を
挙

げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
や
り
取
り
を
介
し
た
前

者
三
つ
の
影
響
を
分
析
す
る
が
、後
者
二
つ
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

　
「
金
融
市
場
」
に
お
け
る
影
響
で
は
、
主
に
金
融
取
引
を
通
じ
た

経
路
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
へ
の
国
際
与
信
残
高
が
限
定

的
で
あ
る
こ
と
、
金
融
機
関
の
資
本
力
が
十
分
に
厚
い
こ
と
か
ら
、

全
体
と
し
て
見
れ
ば
影
響
は
限
定
的
、
つ
ま
り
、
戦
争
が
金
融
危
機

を
も
た
ら
す
可
能
性
は
低
い
、
と
の
見
方
が
主
流
で
あ
る
。
ま
た
、

制
裁
に
よ
り
外
貨
建
て
ロ
シ
ア
国
債
は
「
デ
フ
ォ
ル
ト
」
し
た
が
、

そ
れ
を
起
点
に
し
た
大
き
な
影
響
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
「
人
道
的
影
響
」
で
は
難
民
問
題
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
新
興
Ｅ
Ｕ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
モ

ル
ド
バ
が
多
数
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
人
道
的

影
響
を
経
済
の
軸
で
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
非
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

で
あ
り
所
得
水
準
の
低
い
モ
ル
ド
バ
で
は
、
財
政
的
負
担
面
か
ら
見

て
も
そ
の
影
響
は
大
き
い
と
言
え
る
（
な
お
Ｅ
Ｕ
は
、
六
月
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
モ
ル
ド
バ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
国
認
定
に
合
意
し
た
）。

戦
争
の
経
済
的
影
響
は
貿
易
と
価
格
に

　

戦
争
に
よ
る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
や
り
取
り
を
介
在
し
た
影
響
は
、

貿
易
を
通
じ
た
影
響
と
価
格
を
通
じ
た
影
響
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
分
類
は
、
貿
易
を
通
じ
た
影
響
を
、
ロ
シ
ア
と
の
直
接

的
な
や
り
取
り
と
、
他
国
を
経
由
し
た
間
接
的
な
や
り
取
り
に
さ
ら

に
分
類
し
、
細
分
化
し
て
い
る
）。

　

イ
メ
ー
ジ
を
述
べ
る
と
、
貿
易
制
裁
に
よ
り
制
裁
国
の
対
ロ
貿
易

が
縮
小
し
、
こ
の
貿
易
縮
小
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
伝
播
し
て
ロ

シ
ア
と
関
連
す
る
生
産
が
縮
小
す
る
。
ロ
シ
ア
の
経
済
規
模
は
世
界

全
体
の
約
二
％
と
小
さ
い
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
流
の
目
詰
ま

り
に
よ
り
、
下
流
工
程
に
お
け
る
生
産
停
滞
の
金
額
が
大
き
く
な
る
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可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
戦
争
や
制
裁
で
ロ
シ
ア
産
商
品
の
供
給
不
安
が
高
ま
り
、

世
界
的
に
商
品
価
格
が
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
、（
ロ
シ
ア
と
の
貿
易

に
か
か
わ
ら
ず
）
世
界
全
体
の
需
要
を
落
ち
込
ま
せ
る
（
供
給
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
）。
加
え
て
、ロ
シ
ア
の
主
要
輸
出
品
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
農
作
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
価
格
が
上
昇
し
て
も
需
要
を
減
ら
し

に
く
い
商
品
で
あ
る
た
め
、
他
の
需
要
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
状
況
に
な
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
世
界
的
な
価
格
上
昇
は
世
界

全
体
の
生
産
量
を
減
少
さ
せ
る
が
、
ロ
シ
ア
産
商
品
は
簡
単
に
需
要

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
需
要
減
少
の
し
わ
寄
せ
は
、
む

し
ろ
奢
侈
品
の
生
産
国
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
を
受
け
て
、
世
界
的
に
金
融
引
き
締
め
に
よ
り

イ
ン
フ
レ
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
も

価
格
を
通
じ
た
影
響
の
延
長
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
（
需
要
曲

線
の
下
方
誘
導
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
対
応
。
需
要
も
抑
制
さ
れ
る
）。

ロ
シ
ア
と
の
貿
易
構
造
が
ポ
イ
ン
ト

　

さ
て
、
貿
易
を
通
じ
た
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
ま
ず
ロ
シ
ア
と

の
貿
易
構
造
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ロ
シ
ア
と
の
直
接
的
な
貿
易
だ
け
で
な
く
、
他
国
を
経
由
し
た
間

接
的
な
貿
易
構
造
を
確
認
す
る
た
め
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
の
国
際
産
業
連
関
表
を
用
い
て
「
ロ
シ
ア
産
の
商
品
が
最
終

的
に
ど
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
か
（
消
費
国
で
見
た
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸

入
）」
と
「
ロ
シ
ア
が
消
費
す
る
商
品
の
原
産
国
は
ど
こ
か
（
原
産

地
で
見
た
ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
）」
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

前
者
で
は
、
ロ
シ
ア
が
供
給
す
る
商
品
（
付
加
価
値
）
の
海
外
需

要
分
（
二
三
・
二
％
）
の
う
ち
、
三
四
・
五
％
が
Ｅ
Ｕ
需
要
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
産
商
品
の
消
費
国
と
し
て
欧
州
の
存
在
感
が
大
き
い
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
各
主
要
新
興
国
が
ロ
シ
ア
産
の
商
品
に
ど
れ
だ
け

依
存
し
て
い
る
か
を
経
済
規
模
比
で
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

新
興
Ｅ
Ｕ
（
二
・
二
三
％
）、
ト
ル
コ
（
一
・
六
一
％
）、
中
国

（
〇
・
四
八
％
）、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
（
〇
・
二
九
％
）、
イ
ン
ド
（
〇
・

二
六
％
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
〇
・
二
三
％
）、南
ア
フ
リ
カ
共
和
国（
〇
・

二
一
％
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
〇
・
一
八
％
）、
メ
キ
シ
コ
（
〇
・
一
六
％
）、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
〇
・
一
一
％
）
で
、ロ
シ
ア
を
除
く
世
界
平
均
は
〇
・

四
五
％
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
以
下
は
、
ロ
シ
ア
産

商
品
へ
の
依
存
度
が
平
均
未
満
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

後
者
で
は
、
ロ
シ
ア
の
最
終
需
要
に
お
け
る
海
外
付
加
価
値
分

（
二
一
・
一
％
）
の
う
ち
三
四
・
九
％
を
Ｅ
Ｕ
が
供
給
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
ロ
シ
ア
で
消
費
さ
れ
る
商
品
の
原
産
国
と
し
て
も
欧
州
の
存

在
感
が
大
き
い
。

　

主
要
新
興
国
の
経
済
規
模
比
で
は
、
ト
ル
コ
（
一
・
一
〇
％
）、
新
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興
Ｅ
Ｕ
（
〇
・
九
九
％
）、
中
国
（
〇
・
三
五
％
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
〇
・
二
一
％
）、イ
ン
ド
（
〇
・
二
〇
％
）、南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
（
〇
・

二
〇
％
）、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
〇
・
二
〇
％
）、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
（
〇
・

二
〇
％
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
〇
・
一
六
％
）、
メ
キ
シ
コ
（
〇
・
〇
九
％
）

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
を
除
く
世
界
平
均
は
〇
・
三
七
％
と
な
る
。
こ
ち

ら
は
中
国
以
下
の
依
存
度
が
平
均
未
満
に
な
る
。

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
前
者
の
数
値
が
大
き
く
、
ロ
シ
ア
は

消
費
市
場
と
い
う
よ
り
は
原
材
料
産
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
ロ
シ
ア
と
地
理
的
に
近
い
新
興
Ｅ
Ｕ
や
ト
ル
コ
を
除
け
ば
、

ロ
シ
ア
と
の
経
済
関
係
は
希
薄
で
あ
る
。
他
方
、
新
興
Ｅ
Ｕ
や
ト
ル

コ
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
深
い
が
、
新
興
Ｅ
Ｕ
は
ロ
シ
ア
を
資
源
供

給
地
と
位
置
付
け
て
い
る
の
に
対
し
、
ト
ル
コ
は
消
費
国
と
し
て
の

ロ
シ
ア
の
存
在
感
も
大
き
い
。
実
際
、
ト
ル
コ
は
ロ
シ
ア
に
対
し

て
飲
食
・
宿
泊
業
、
農
林
業
、
運
送
業
（
陸
海
運
）、
衣
類
製
造
業
、

不
動
産
と
い
っ
た
業
種
で
多
く
の
付
加
価
値
を
提
供
し
て
お
り
、
農

作
物
や
衣
類
と
い
っ
た
モ
ノ
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
観
光
産
業
や

不
動
産
関
連
で
サ
ー
ビ
ス
収
入
を
得
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
戦
争
前
の
貿
易
構
造
で
あ
り
、
戦
争

で
実
際
に
貿
易
が
ど
う
変
化
す
る
か
は
、
制
裁
国
で
あ
る
か
否
か
な

ど
に
よ
り
異
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、（
直
接
的
な
貿
易
に
限
る
が
）
戦
争
後
の
対
ロ
貿
易
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
主
要
新
興
国
の
公
表
す
る
貿
易
統
計
か

ら
確
認
す
る
と
、
輸
出
に
関
し
て
は
、
総
じ
て
輸
出
金
額
に
占
め
る

ロ
シ
ア
の
シ
ェ
ア
が
戦
争
後
に
縮
小
し
て
い
る
。
他
方
、
輸
入
シ
ェ

ア
は
ト
ル
コ
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
で
大
き
く
増
加
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
消
費
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の
存
在
感
は
全
体
的
に
小

さ
く
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
の
新
興
国
で
は
原
材
料
産
地
と
し
て
の

ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
深
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
価
格

上
昇
が
貿
易
シ
ェ
ア
を
押
し
上
げ
て
い
る
面
も
あ
る
）。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
へ
の
影
響
は

　

続
い
て
価
格
の
影
響
を
確
認
す
る
。
ロ
シ
ア
の
主
要
輸
出
品
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
農
作
物
、
金
属
と
い
っ
た
原
材
料
）
は
戦
争
開
始
前
か

ら
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
高
騰
し
て
い
た
が
、
戦
争

開
始
後
に
一
段
高
と
な
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
六
月
に
公
表
し
た
世
界

経
済
見
通
し
の
報
告
書
に
は
主
要
商
品
の
戦
争
後
の
価
格
上
昇
率
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
戦
争
前
（
一
月
）
と
比
べ
石
炭
六
九
・
三
％
、

小
麦
六
〇
・
一
％
、
天
然
ガ
ス
（
米
国
）
五
四
・
六
％
、
ニ
ッ
ケ
ル

四
六
・
五
％
、
石
油
二
九
・
一
％
、
天
然
ガ
ス
（
欧
州
）
二
六
・
六
％
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
三
・
九
％
、
プ
ラ
チ
ナ
二
一
・
三
％
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム

二
一
・
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
品
価
格
上
昇
は
、
世
界
全
体
で
見
る
と
需
要
減
少
を
も
た
ら
す
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が
、
個
別
の
国
で
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
「
輸
入
国
」
で
は
所

得
流
出
（
交
易
条
件
の
悪
化
）
と
い
う
負
の
影
響
が
生
じ
、
他
方
、

こ
れ
ら
の
商
品
の
「
輸
出
国
」
で
は
所
得
流
入
（
交
易
条
件
の
改
善
）

と
い
う
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
違
い
が
生
じ
て
く
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
商
品
価
格
上
昇
を
前
提
に
し
て

新
興
国
の
経
常
収
支
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
か
を
試
算

し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
主
要
新
興
国
の
立
場
を
確
認
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
新
興
Ｅ
Ｕ
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
中
国
が
輸

入
国
で
あ
り
負
の
影
響
が
大
き
い
。
一
方
、
世
界
最
大
級
の
産
油
国

で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
原
油
・
天
然
ガ
ス
・
石
炭
資
源
が
豊
富

な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
石
炭
輸
出
国
と
し
て
存
在
感
の
大
き
い
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
は
輸
出
国
で
あ
り
、
恩
恵
を
受
け
る
。
こ
れ
以
外
の
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
は
中
間

的
な
位
置
付
け
と
言
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
作
物
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
新
興
Ｅ

Ｕ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
金
属
で
は
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
が
恩
恵
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
。
た
だ
し
、
金
額

的
な
影
響
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
寄
与

が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
重
要
な
要
素
と
な

る
。
つ
ま
り
、
経
済
的
に
戦
争
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
る
国
は
、
主
要

新
興
国
で
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国
と
言
え
る
。

穀
物
と
肥
料
の
供
給
不
足
が
食
糧
危
機
リ
ス
ク
に

　

し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
農
作
物
や
金
属
な
ど
の
原

材
料
の
影
響
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
農
作
物
は
「
人

道
的
影
響
」
と
同
様
に
経
済
面
で
の
評
価
は
難
し
い
も
の
の
、
食
糧

不
足
は
人
命
に
直
結
し
、
人
々
の
不
満
が
高
ま
れ
ば
政
情
不
安
を
招

き
や
す
く
な
る
。
食
糧
危
機
は
人
道
面
・
政
治
面
で
は
喫
緊
の
課
題

と
言
え
る
。

　

実
際
、
戦
争
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
穀
物
の
物
流
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
輸
出
先
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
・
中
東
・
中

央
ア
ジ
ア
の
国
々
で
食
糧
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
主
要
新
興
国

で
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
の
穀
物
依
存
度
が
高
い
ト
ル
コ
や
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
こ
う
し
た
影
響
が
及
び
や
す
い
。

　

加
え
て
、
ロ
シ
ア
が
肥
料
の
主
要
輸
出
国
で
あ
る
点
も
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
肥
料
は
い
わ
ば
農
作
物
の
原
材
料
で
あ
り
、
肥
料
供

給
の
減
少
は
ロ
シ
ア
以
外
の
穀
物
生
産
国
に
お
け
る
供
給
不
足
を
引

き
起
こ
す
。
ロ
シ
ア
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
米
国
と
い
っ

た
生
産
国
に
肥
料
を
輸
出
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
国
は
農
作
物
の「
輸

出
国
」
に
相
当
す
る
が
、
肥
料
の
供
給
不
安
や
価
格
上
昇
で
そ
の
恩
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恵
が
制
限
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
ロ
シ
ア
は
す
で
に
窒
素
肥
料
の
輸

出
制
限
を
課
し
て
い
る
）。

　

ま
た
、
金
属
な
ど
の
原
材
料
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
下
流
に

ま
た
違
っ
た
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
は
パ
ラ

ジ
ウ
ム
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ネ
オ
ン
ガ
ス
の
主
要
産
出
国
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
半
導
体
の
生
産
に
利
用
さ
れ
る
。
半
導
体
は
戦

争
前
か
ら
供
給
不
足
が
生
じ
て
お
り
自
動
車
生
産
の
停
滞
な
ど
を
招

い
て
い
た
が
、
こ
れ
も
戦
争
に
よ
っ
て
悪
化
・
長
期
化
し
た
。
半
導

体
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
製
ハ
ー
ネ
ス
（
自
動
車
用
の
電
線
）
と
い
っ
た
原

材
料
不
足
は
金
額
で
み
れ
ば
大
き
く
な
い
が
、
部
品
の
一
部
が
入
手

で
き
な
け
れ
ば
、
付
加
価
値
が
高
い
下
流
工
程
の
稼
働
率
も
低
下
し

て
し
ま
う
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
長
い
自
動
車
生
産
で
は
、
供
給

制
約
が
も
た
ら
す
影
響
が
金
額
的
に
見
て
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

主
要
新
興
国
で
は
自
動
車
生
産
が
盛
ん
な
ト
ル
コ
や
メ
キ
シ
コ
で
こ

う
し
た
影
響
を
受
け
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
抑
制
策
と
し
て
の
金
融
引
き
締
め
広
が
る

　

ま
た
、
価
格
上
昇
を
受
け
て
主
要
新
興
国
で
も
、
中
央
銀
行
に
よ

る
金
融
引
き
締
め
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
六
月
末
時
点
で
は
ブ

ラ
ジ
ル
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
メ
キ
シ

コ
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
の
中
央
銀
行
が
政
策
金
利
を
コ
ロ
ナ
禍
前

（
二
〇
一
九
年
末
）よ
り
高
い
水
準
に
設
定
し
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

は
一
二
会
合
連
続
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
一
会
合
連
続
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

メ
キ
シ
コ
は
九
会
合
連
続
で
政
策
金
利
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
国
で
は
戦
争
前
か
ら
高
イ
ン
フ
レ
へ
の
対
応
の
た
め
の
内

需
抑
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
争
に
よ
り
状
況
は
一
層
厳

し
く
な
っ
て
い
る
（
な
お
、
被
制
裁
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
、
エ
ル
ド

ア
ン
大
統
領
の
意
向
を
受
け
て
超
高
イ
ン
フ
レ
下
で
も
政
策
金
利
を

低
め
に
据
え
置
く
ト
ル
コ
は
状
況
が
異
な
り
、
例
外
で
あ
る
）。

新
興
国
経
済
へ
の
影
響
も
長
期
化
す
る
？

　

戦
争
と
、
西
側
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
経
済
・
金
融
面
で
の
攻
防
（
制

裁
と
対
抗
措
置
）
は
、
第
三
国
で
あ
る
新
興
国
の
経
済
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

西
側
の
制
裁
は
ロ
シ
ア
経
済
へ
の
下
押
し
圧
力
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
欧
州
は
短
期
的
に
ロ
シ
ア
産
資
源
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
自
身
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
輸
出
国
」
と

し
て
恩
恵
を
受
け
る
立
場
を
利
用
し
て
ガ
ス
供
給
な
ど
で
西
側
に
揺

さ
ぶ
り
を
か
け
る
。

　

戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
、
西
側
と
ロ
シ
ア
の
経
済
・
金
融
面
で

の
攻
防
も
激
化
・
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、
新
興
国
経
済
も
引
き
続
き

そ
の
攻
防
に
巻
き
込
ま
れ
る
状
況
が
続
く
と
見
ら
れ
る
。
●




